
令和 6年度東京都手話通訳者等養成講習会受講生選考試験 

共通筆記問題 

 

１ 正しいと思う番号を選択してください。 

 

（1）2024 年 4月現在、「一般財団法人全日本ろうあ連盟」事務局長の名前を答えなさい。 

①石野 富志三郎  ②山根 昭治  ③久松 三二  ④大杉 豊 

 

（2）東京都中途失聴・難聴者協会の法人の種類を答えなさい。 

①一般社団法人  ②特定非営利活動法人  ③社会福祉法人  ④一般財団法人 

 

（3）都立ろう学校（聴覚障害特別支援学校）は何校か答えなさい（分校を除く）。 

①３校  ②４校  ③５校  ④６校  ⑤７校 

 

 

２ 次の文で正しいものには○、誤ったものには×をつけてください。 
 

(1) ヤマハ株式会社と東京メトロは聞こえない人や外国からの旅行者への情報提供を 

目的に、駅構内のアナウンス音声を利用者のスマートフォンに文字表示して案内する 

「文字アナウンス」を１月 10日から一部の駅で試験導入しました。 

 

(2) 東京２０２５デフリンピックのエンブレム製作者は選考当時、筑波技術大学４年生の 

多田伊吹さんでした。 

 

(3) 東京都では、手話が日本語と共通の文法を持つ一つの言語であるという認識の下、 

手話を使用しやすい環境づくりを推進することにより、手話を必要とする者の 

意思疎通を行う権利が尊重され、安心して生活することができる共生社会を実現するため、 

東京都手話言語条例を制定し、令和４年９月１日に施行しました。 

 
  

 

 

３ 次の事柄にかかわる内容で正しいのはＡまたはＢ、どちらでしょうか。 

正しい方を選択してください。 

 

（1） 明鏡止水 
A 

B 

何のわだかまりもなく、澄みきって静かな心の状態 

四方八方どこから見ても、美しく明らかであること 

（2） 薫陶を受ける 
A 

B 

自分自身で学んで人格が磨き上げられる 

人徳や品格のある人から影響を受けて、人格が磨き上げられる 

(3) 腐れ縁 
A 

B 

離れたくても離れられない関係 

長い時間を一緒に過ごしてきて理解し合える関係 

（4） 役不足 
A 

B 

役の重さに実力が足りないこと 

役が軽く実力に見合わないこと 


